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～
 堀
畑
１
号
墳
 ～

　
堀
畑
１
号
墳
は
、
３
月
　
日
に
兵

１９

庫
県
指
定
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
内
に
あ
る
古
墳
で
は
、
昭
和
　６３

年
に
大
薮
に
あ
る
塚
山
古
墳
な
ど
が

県
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
以
来
の
出

来
事
で
、　

年
ぶ
り
の
県
指
定
で
す
。

２１

　
市
内
に
あ
る
兵
庫
県
指
定
文
化
財

は
、
合
計
で
　
件
に
な
り
ま
し
た
。

５１

　
堀
畑
１
号
墳
は
、
谷
間
地
峠
の
東

側
に
あ
り
ま
す
。
平
成
５
年
ま
で
は

兵
庫
県
畜
産
試
験
場
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
整
備
が
行

わ
れ
て
お
り
、
駐
車
場
や
芝
生
広
場

の
造
成
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
県

指
定
文
化
財
と
な
っ
た
堀
畑
１
号
墳

は
、
交
流
施
設
の
中
に
あ
る
歴
史
的

遺
産
に
親
し
む
古
墳
公
園
に
な
り
ま

す
。

　
古
墳
の
調
査
は
、平
成
　
・
　
年
度

１７

１８

に
実
施
し
ま
し
た
。
古
墳
の
規
模
は
、

直
径
が
約
　
㍍
で
、
高
さ
は
最
大
で

３８

７
．４
㍍

あ
り
ま
す
。
古
墳
と
い
う

よ
り
も
、
小
山
に
み
え
ま
す
。

　
埋
葬
施
設
は
、
石
材
を
積
み
上
げ

て
造
っ
た
 横
穴
式
石
室
 で
す
。
全
長

よ
こ
あ
な
し
き
せ
き
し
つ

　
．７
㍍
、
高
さ
３
．８
㍍
の
規
模
で
、

１１但
馬
地
方
で
は
４
番
目
に
大
き
い
石

室
を
持
つ
古
墳
に
な
り
ま
す
。

　
大
薮
区
に
あ
る
塚
山
古
墳
や
西
ノ

岡
古
墳
の
石
室
と
同
じ
築
造
方
法
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
天
井
は
長
さ
約

４
．５
㍍
、
幅
約
２
㍍

の
大
形
石
材

１
枚
を
置
い
て
造
っ
て
い
ま
す
。
大

き
な
石
材
を
自
由
に
動
か
す
高
度
な

石
室
築
造
技
術
が
見
ら
れ
ま
す
。
大

薮
に
古
墳
を
造
っ
た
同
じ
技
術
者
が
、

堀
畑
１
号
墳
も
造
り
ま
し
た
。

　
谷
間
地
峠
の
西
側
に
は
、
県
指
定

文
化
財
の
観
音
塚
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

　
観
音
塚
古
墳
は
、
市
内
で
は
珍
し

い
 埴
輪
 を
め
ぐ
ら
す
円
墳
で
す
。
堀

は

に

わ

畑
１
号
墳
は
、
観
音
塚
古
墳
に
続
く

大
き
な
古
墳
で
す
。
７
世
紀
の
前
半

に
大
薮
や
堀
畑
で
は
、
多
く
の
古
墳

が
造
ら
れ
ま
し
た
。
北
近
畿
で
は
、

こ
の
よ
う
な
大
型
石
室
が
連
続
し
て

造
ら
れ
る
地
域
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
古
代
の
養
父
地
域
は
、
北
近
畿
の

古
代
史
を
語
る
上
で
極
め
て
重
要
な

地
域
で
す
。

　
　
　（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

ま
ち
の
文
化
財
宴

消
費
生
活

～
か
し
こ
い
消
費
者
に
な
ろ
う
～

第１８回

「
た
じ
ま
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

安
心
ガ
イ
ド

　
現
在
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
複
雑
化
・
多
様
化
し
、
契

約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
養
父
市
で
は
平
成
　
年
４
月
か

２１

ら
、
専
門
相
談
員
を
置
い
て
市
民

か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

相
談
は
、
訪
問
販
売
で
の
ト
ラ
ブ

ル
、
マ
ル
チ
商
法
、
未
公
開
株
の

被
害
な
ど
様
々
で
す
。

　
最
近
は
、
借
金
問
題
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
特
殊
な
内
容
や
専
門
的
な
法
律

の
知
識
が
必
要
と
な
る
相
談
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
多
く
の
実
践
を
通
じ

て
経
験
を
積
み
、
複
雑
化
し
て
い

る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
但
馬
の
３
市
２
町
が
連

携
し
「
た
じ
ま
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。　

　
各
市
町
の
相
談
員
６
人
が
「
県

立
但
馬
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
で
週

２
回
ず
つ
曜
日
を
ず
ら
し
て
集
り
、

但
馬
全
域
の
電
話
相
談
、
来
所
相

談
に
対
応
し
ま
す
。

　
こ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
は
、
相

談
を
受
け
付
け
な
が
ら
、
消
費
者

被
害
救
済
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
消
費
生
活
相
談
員
の
力
量

ア
ッ
プ
を
図
り
、
相
談
員
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
相
談
業
務

全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　「
し
ま
っ
た
」「
困
っ
た
」
そ
の

時
は
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
へ
連
絡
を

し
て
下
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
窓
口

　
市
役
所
市
民
課

　（
緯
６
６
２
倆
３
１
６
３
）

はさまじ峠東側にある堀畑１号墳

　
４
月
始
動

たじま消費者ホットライン
　（緯０７９６崖２３崖１９９９）

平成２２年４月１９日（月）から開始

（午前９時～午後４時３０分）
受付時間は
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「
食
育
」を
推
進
し
よ
う
～

ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
～

『
健
康

『
健
康
』』

ワ
ン
ポ
イ
ン

ワ
ン
ポ
イ
ン
トト

ア
ド
バ
イ

ア
ド
バ
イ
スス

　「
養
父
市
食
育
推
進
計
画
」を
昨

年
９
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
概
要

版
を
各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
が

ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。

　
元
気
な
養
父
市
を
作
る
た
め
に

み
ん
な
で
「
食
育
」
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
野

菜
の
種
ま
き
、
水
や
り
、
収
穫
、

買
い
物
、
調
理
、
食
卓
の
準
備
、

後
片
付
け
等
、
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

　
概
要
版
に
「
行
動
計
画
」
と
題

し
て
取
り
組
む
内
容
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
家
庭
で
は
で
き
る
だ
け
「
ご
は

ん
」
を
食
べ
る
よ
う
に
す
る
と
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ご
は
ん
は
お
腹

が
空
き
に
く
く
、
味
噌
汁
を
あ
わ

せ
る
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
に
な
り
ま
す
。
地
元
で
作
ら

れ
た
安
全
で
安
心
な
お
米
を
食
べ

る
こ
と
で
地
産
地
消
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
お
米
の
消
費
の
方

法
と
し
て
「
米
粉
」
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
が
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

米
粉
の
特
長
は

煙
揚
げ
物
は
か
ら
り
と
揚
が
る

煙
油
の
吸
収
率
が
低
い

煙
腹
も
ち
が
い
い

煙
国
産
で
安
心
（
小
麦
は
輸
入
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
米
粉
は
ス
ー
パ
ー
で
は
「
上
新

粉
」
と
し
て
も
販
売
さ
れ
て
お
り
、

道
の
駅
で
も
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
ず
は
家
庭
か
ら
、
朝
ご
は
ん

を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。

　
６
月
　
日
か
ら
改
正
育
児
・
介
護

３０

休
業
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
４
点
で
す
。

①
３
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
労
働

　
者
に
対
す
る
短
時
間
勤
務
制
度
の

　
措
置
の
義
務
化
、
所
定
外
労
働
の

　
免
除
の
制
度
化

②
子
の
看
護
休
暇
の
拡
充

③
男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進
策

④
介
護
休
暇
の
創
設

※
従
業
員
１
０
０
人
以
下
の
企
業
の

施
行
期
日
は
、
①
④
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
２
年
６
月
　
日（
予
定
）で
す
。

３０

　
今
回
の
法
改
正
で
男
性
の
育
児
休

業
取
得
促
進
策
が
一
つ
の
大
き
な
柱

に
掲
げ
ら
れ
た
の
に
は
、
女
性
の
育

児
休
業
取
得
率
が
　
％
を
超
え
る
の

９０

に
対
し
、男
性
の
取
得
率
は
１
．　
％
２３

（
平
成
　
年
調
査
）と
低
く
、
男
性
の

２０

育
児
休
業
取
得
が
な
か
な
か
進
ま
な

い
現
状
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

　
男
性
も
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す

い
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
女
性
の

育
児
・
家
事
負
担
を
軽
減
さ
せ
、
男

性
も
女
性
も
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や

能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た

大
き
な
前
進
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い

法
制
度
が
で
き
て
も
、
そ
れ
を
活
か

す
の
は
「
人
」
で
す
。

　
当
事
者
を
取
り
巻
く
職
場
や
上
司
、

人
事
担
当
が
協
力
し
あ
い
利
用
し
や

す
い
制
度
に
育
て
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

《
育
児
休
業
取
得
の
実
践
者
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
》

煙
会
社
の
育
児
休
暇
・
育
児
支
援
制

　
度
を
確
認
し
て
お
く
。

煙
休
業
中
に
収
入
が
減
っ
て
も
困
ら

　
な
い
よ
う
に
す
る
。

煙
仕
事
の
都
合
を
つ
け
や
す
い
時
期

　
を
見
つ
け
て
お
く
。

煙
上
司
や
同
僚
と
、
取
得
す
る
時
期

　
を
話
し
合
っ
て
お
く
。

煙
誰
か
が
取
ら
な
い
と
職
場
風
土
は

　
変
わ
ら
な
い
の
で
、
勇
気
を
持
っ

　
て
手
を
挙
げ
よ
う
。

　　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
鹿

　
　
　【
緯
６
６
２
ー
２
２
１
７
】

「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
」

　
が
施
行
さ
れ
ま
す
！
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